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大
和
教
本
廳
春
季
例
大
祭

は
、さ
つ
き
の
好
天
に
恵
ま
れ

た
五
月
八
日
、
多
数
の
ご
来
賓
、

一
般
信
徒
列
席
の
も
と
御
神
殿

に
於
い
て
厳
か
盛
大
に
斎
行
。

大
神
様
の
御
神
威
の
発
揚
と
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
信
徒
の
諸

願
成
就
の
祈
請
が
執
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
儀
式
は
午
前
十
時
五
十
分
、

先
ず
教
祖
様
に
よ
っ
て
例
大
祭

の
開
始
を
告
げ
る
大
太
鼓
が

鳴
ら
さ
れ
た
あ
と
典
儀
に
よ
り

開
式
の
宣
言
。
は
じ
め
に
光
永

輝
彦
祭
典
委
員
長
の
開
催
挨

拶
が
あ
り
、
こ
の
あ
と
来
賓
、

役
員
、
信
者
等
が
参
列
す
る

な
か
斎
主
祭
員
が
入
場
。
　

　

　
午
前
十
一
時
、
斎
主
一
拝
の

礼
に
始
ま
り
、
紋
子
嗣
祖
様

に
よ
っ
て
祓
詞
の
奏
上
、
大
麻

祓
の
儀
が
修
せ
ら
れ
、
続
い
て

斎
主
教
祖
様
が
春
季
例
大
祭

の
祝
詞
を
奏
上
す
る
と
共
に
護

摩
祈
祷
を
厳
修
。
護
摩
壇
の

燃
え
さ
か
る
炎
に
斎
員
の
手
に

よ
り
護
摩
木
が
次
々
に
投
ぜ
ら

れ
、
祈
願
者
全
員
の
名
前
が

読
み
上
げ
ら
れ
て
、
一
人
ひ
と

り
の
所
願
成
就
と
、
東
日
本

大
震
災
を
は
じ
め
、
全
国
各

地
で
発
生
し
た
様
々
な
災
害
か

ら
の
更
な
る
復
興
の
祈
請
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
斎
主
教
祖
様
、
責

任
役
員
、来
賓
、信
徒
会
役
員
、

奉
仕
者
代
表
、
地
区
代
表
、

参
列
者
代
表
の
順
に
て
玉
串
を

奉
奠
、
斎
主
一
拝
の
礼
を
も
っ

て
本
儀
式
の
部
を
終
了
。

　
続
い
て
教
祖
様
が
ご
挨
拶
に

立
た
れ
、「
我
が
国
民
は
並
外

れ
た
善
良
さ
、
辛
抱
強
さ
、

勤
勉
、
正
直
、
誠
実
、
愛
や

信
頼
と
思
い
や
り
、
優
し
さ
や

労
り
、
質
素
倹
約
等
々
、
世

界
に
類
を
見
ぬ
程
の
優
れ
し
美

徳
を
持
ち
併
す
国
民
性
で
あ

る
。
長
き
歳
月
に
亘
り
培
わ

れ
来
た
り
し
そ
の
尊
い
精
神
を

誰
し
も
失
う
事
の
無
き
様
、

何
物
に
も
代
え
難
い
宝
と
心

し
て
子
孫
に
受
け
継
ぎ
伝
え

行
か
ね
ば
な
る
ま
い
。」
と
、

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
修
練
道
場
に
場
所

を
移
し
て
直
会
を
開
催
。
ご

来
賓
に
よ
る
乾
杯
発
声
の
あ

と
演
芸
や
カ
ラ
オ
ケ
、
抽
選

会
な
ど
が
な
ご
や
か
に
行
わ

れ
、
午
後
三
時
四
十
五
分
、

例
大
祭
は
と
ど
こ
う
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

お
祓
い
を
受
け
る
参
列
者
の
皆
様

護
摩
祈
祷
を
厳
修 衆

議
院
議
員
伊
藤
信
太
郎
様
ご
祝
辞

玉
串
を
奉
奠
す
る
責
任
役
員

参列者にご挨拶される教祖様

―

厳
か
盛
大
に
斎
行―

平
成
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迷
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そ
の
理
由
と
し
て
、
昭
和

二
十
八
年
に
宗
教
法
人
の
認

証
を
受
け
て
以
来
、
六
十
有

余
年
に
亘
っ
て
用
い
ら
れ
て

来
た
大
和
教
本
廳
と
い
う
呼

称
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
御
教

え
の
も
と
に
集
い
寄
り
添
っ

て
来
た
幾
多
の
信
徒
に
、
そ

し
て
地
域
内
外
に
お
い
て
も

広
く
定
着
し
て
お
り
、
今
後

共
末
永
く
保
積
謙
光
開
祖
様

自
ら
が
命
名
し
た
呼
称
を
大

切
に
守
り
続
け
て
行
く
と
共

に
、
大
和
御
教
え
の
和
心
を

も
っ
て
信
仰
の
道
を
歩
ん
で

行
き
た
い
、
と
の
意
見
が
多

数
を
占
め
ま
し
た
。

　
今
日
ま
で
慣
れ
親
し
ん
で

来
た
呼
称
へ
の
愛
着
が
こ
の

度
の
結
果
と
思
わ
れ
、
今
ま

で
通
り
の
呼
称
に
決
定
致
し

ま
し
た
。

　（
※
大
和
教
本
廳
は
、
規
則

に
定
め
ら
れ
た
呼
称
・
通
称

　
半
年
間
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
犯
し
て
来
た
過
ち

や
罪
汚
れ
を
大
神
様
の
大
御

稜
威
に
よ
っ
て
祓
い
清
め
、

残
る
半
年
間
の
無
事
息
災
を

祈
請
す
る
「
大
和
教
夏
越
大

祓
」
は
、
去
る
六
月
三
十
日
、

本
廳
修
錬
道
場
に
お
い
て
斎
行
。

　
午
前
十
一
時
、
斎
主
一
拝

の
礼
の
あ
と
紋
子
嗣
祖
様
に

よ
り
祓
詞
奏
上
、
大
麻
祓
の

　
去
る
九
月
四
日
午
前
十
時
よ
り
、
大
和
教
本
廳
に

お
い
て
役
員
会
を
開
催
し
、「
大
和
教
本
廳
」の
呼
称
を

「
大
和
神
社
」に
変
更
す
る
事
案
に
つ
い
て
協
議
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
本
年
十
月
十
五
日
呼
称
変
更
予
定
で

あ
っ
た
本
事
案
は
、
出
席
役
員
多
数
に
よ
る
同
意
を

も
っ
て
取
り
止
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

儀
が
執
り
行
わ
れ
る
と
、
斎

主
教
祖
様
が
夏
越
大
祓
の
祝

詞
を
奏
上
。
続
い
て
参
列
者

一
同
に
よ
る
六
根
清
浄
、
大

祓
詞
の
奉
唱
、
又
斎
員
に
よ

る
祈
願
者
芳
名
簿
の
読
み
上

げ
も
な
さ
れ
、
こ
の
あ
と
斎

主
教
祖
様
を
始
め
役
員
、
信

徒
代
表
の
順
に
て
玉
串
の
奉

奠
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
次
に
修
練
道
場
内
に
設
け

ら
れ
た
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
儀

式
に
移
り
、
教
祖
様
に
な
ら

い
「
水
無
月
の
、夏
越
の
祓
え

す
る
人
は
、千
歳
の
生
命
延
ぶ

と
言
う
な
り
」
と
い
う
夏
越

の
唱
え
詞
を
奉
唱
し
な
が
ら

全
員
で
三
度
茅
の
輪
を
く
ぐ

り
、
病
魔
退
散
を
祈
念
致
し

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
和
や
か
な
直
会

の
一
時
を
過
ご
し
て
夏
越
大
祓

の
全
て
を
と
ど
こ
う
り
な
く

終
了
。

　
尚
、
夏
越
大
祓
の
神
事
は

六
月
二
十
五
日
に
仙
台
教
会
、

同
月
二
十
六
日
に
山
形
支
部

（
上
野
俊
雄
邸
）
に
て
も
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
和
教
本
廳
の
重
要
な
供

養
祭
で
、
例
年
お
盆
に
先
が

け
て
執
り
行
わ
れ
て
い
る「
施

餓
鬼
塔
婆
供
養
祭
」
は
、
本

年
も
去
る
八
月
十
一
日
、
修

練
道
場
に
於
い
て
厳
粛
に
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
壇
の
両
側
に
は
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の
大
塔
婆
（
三

尺
塔
婆
）、
生
花
、
施
餓
鬼
塔

婆
供
養
祭
に
向
け
て
数
日
前

か
ら
準
備
し
心
を
込
め
て
作

ら
れ
た
料
理
、果
物
、お
菓
子
、

飲
み
物
な
ど
の
様
々
な
お
供

物
が
所
せ
ま
し
と
捧
げ
ら
れ

た
な
か
儀
式
を
執
行
。
紋
子

嗣
祖
様
に
よ
る
祓
詞
の
奏
上
、

大
麻
の
祓
い
に
続
い
て
、
斎

主
教
祖
様
が
降
霊
の
儀
、
ご

神
言
を
奉
唱
。
次
に
斎
主
と

祭
員
に
よ
る
供
養
芳
名
簿
の

読
み
上
げ
が
な
さ
れ
、
ご
先

祖
を
は
じ
め
、
有
縁
無
縁
、

水
子
と
幼
子
、
そ
し
て
万
物

一
切
の
霊
に
対
し
、
心
か
ら

の
供
養
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
斎
主
教
祖
様
を
は

じ
め
、
役
員
、
参
列
者
一
同

が
花
玉
串
を
奉
奠
、
更
に
諸

霊
へ
の
偲
び
歌
が
奏
上
さ
れ
、

昇
霊
の
儀
、
斎
主
拝
礼
の
儀

を
も
っ
て
施
餓
鬼
塔
婆
供
養

祭
の
神
事
を
無
事
終
了
。

　
こ
の
あ
と
、
再
び
修
練
道

場
に
お
い
て
直
会
を
執
り
行

い
、
こ
れ
を
も
っ
て
施
餓
鬼

塔
婆
供
養
祭
の
総
て
を
と
ど

こ
う
り
な
く
終
了
致
し
ま

し
た
。

で
あ
り
、
登
記
上
の
正
式
名

は
宗
教
法
人「
大
和
教
」で
す
）

午前の部　11時執行  　午後の部　        3時執行

大  　和　教　本　廳
◇しらずしらず犯した罪や心身の穢れを祓い

清々しく新年を迎えましょう。
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ら
い

し
の

ち
と
せ

み
な
つ
き

い
つ

い
の
ち
の

教
祖
様
と
紋
子
嗣
祖
様

教
祖
様
を
先
頭
に・・・・・・

花
玉
串
を
奉
奠

霊
の
安
寧
を
祈
る

施
餓
鬼
塔
婆

　
　
供
養
祭
を
斎
行

六月三十日

夏 越 大 祓
   茅の輪神事も執行

 
「
大
和
神
社
」呼
称
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　 
　
　
　
　
　
　
役 

員 

会 

を 

開 

催

な　 ごしの   おお     はらえ

正
式
に
取
り
止
め
と
決
ま
る
！



　

大
和
教
本
廳
に
祀
ら
れ
て
い

る
大
黒
神
、
恵
比
須
神
様
は
、

商
売
繁
盛
を
は
じ
め
数
々
の
ご

利
益
を
お
授
け
し
て
お
ら
れ
ま

す
が
、そ
の
御
神
徳
を
た
た
え
、

更
な
る
御
力
を
お
授
け
い
た
だ

く
た
め
の
大
黒
神
・
恵
比
須
神

祭
は
、去
る
六
月
二
十
三
日
、万

霊
供
養
祭
終
了
後
、
大
和
教
本

廳
修
練
道
場
に
於
い
て
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。  

 　

儀
式
は
先
ず
紋
子
嗣
祖
様

に
よ
り
修
祓
が
執
り
行
わ
れ
、

そ
の
あ
と
斎
主
教
祖
様
が
大
黒

神
・
恵
比
須
神
祭
の
祝
詞
を

奏
上
す
る
と
共
に
祭
員
に
よ
っ

て
祈
願
芳
名
簿
の
読
み
上
げ
を

執
行
。 

 　

続
い
て
御
神
託
拝
戴
の
た
め

の
御
降
臨
の
儀
が
修
せ
ら
れ
、

は
じ
め
に
祓
戸
大
神
様
、
次
に

大
黒
神
様
、
恵
比
須
神
様
と
続

き
、そ
れ
ぞ
れ
数
々
の
尊
い
お
言

葉
を
拝
戴
致
し
ま
し
た
。 

 　

次
に
、
参
列
者
全
員
の
手
拍

子
と
「
サ
ァ
ー
サ
ァ
サ
ァ
ー
舞
い

込
ん
だ
舞
い
込
ん
だ
ナ
ー
」の
大

黒
舞
い
の
唄
に
合
わ
せ
て
、教
祖

様
に
大
黒
神
様
御
降
臨
の
大
黒

舞
い
が
神
人
和
楽
の
所
作
を

も
って
、
め
で
た
く
踊
り
お
さ
め

ら
れ
ま
し
た
。な
お
、
大
黒
様
の

御
降
臨
に
あ
た
って
は
、参
列
者

一
人
ひ
と
り
の
願
い
ご
と
や
お
伺

い
ご
と
に
尊
い
お
言
葉
を
も
っ
て

応
え
ら
れ
、
大
黒
神
、
恵
比
須

神
祭
の
儀
式
を
と
ど
こ
う
り
な

く
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

山
形
支
部
（
渋
谷
み
ゆ
き
支

部
長
）は
、
十
月
十
四
日
午
後
七

時
よ
り
上
野
俊
雄
宅
に
お
い

て
、
講
師
に
教
祖
様
を
お
招
き

し
学
習
会
を
開
催
。「
届
く
祈

り
・
届
く
供
養
」
の
正
し
い
実

行
・
実
践
の
た
め
の
基
本
の
進

め
方
つ
い
て
、信
徒
か
ら
の
様
々

な
悩
み
や
問
題
を
例
題
に
取
り

上
げ
、
夜
八
時
半
過
ぎ
ま
で
熱

の
こ
も
っ
た
学
習
会
を
実
施
。 

  　

ま
た
、学
習
会
終
了
後
、「
山
形

支
部
役
員
会
」が
開
か
れ
、
年
末

年
始
の
行
事
予
定
、来
年
度
の
活

動
計
画
に
つい
て
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　

古
く
か
ら「
羽
黒
修
験
道
」と

呼
ば
れ
、「
行
の
山
」「
浄
の
山
」と

し
て
知
ら
れ
る
出
羽
三
山
への
登

拝
は
今
年
も
教
祖
様
・
紋
子
嗣

祖
様
と
共
に一泊（
車
中
泊
）二
日

の
行
程
で
実
地
さ
れ
ま
し
た
。 

　

七
月
十
五
日
午
後
十
時
半
本

廳
を
出
発
、
途
中
仙
台
駅
前
で

参
加
者
が
同
乗
、
翌
十
六
日
午

前
三
時
、
月
山
八
合
目
に
到
着
。

こ
こ
で
山
形
支
部
の
参
加
者
も

合
流
し
、
全
員
が
教
祖
様
の
お

祓
い
を
受
け
る
と
登
拝
を
開
始
。

月
山
中
の
宮
、
九
合
目
を
経
て
、

教
祖
様
も
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
素
晴

ら
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ
て
の
登
拝

を
続
け
、午
前
八
時
、月
山
神
社

に
登
頂
し
て
参
拝
祈
願
。 

　

こ
の
あ
と
直
ち
に
月
山
を
下

山
し
て
バス
に
乗
り
、
出
羽
三
山

の
中
心
と
も
言
う
べ
き
羽
黒
山

神
社
を
参
拝
し
、
全
員
で
昇
殿

参
拝
祈
祷
を
受
け
、
教
祖
様
・

紋
子
嗣
祖
様
が
大
前
に
玉
串
を

奉
奠
。こ
の
あ
と
再
び
バス
に
乗
っ

て一路
湯
殿
山
に
向
か
い
、
千
人

沢
を
経
て
湯
殿
山
神
社
に
到
着

し
、
参
拝
祈
願
を
執
行
し
た
後
、

一同
帰
路
に
。本
廳
に
は
午
後
八

時
三
十
分
全
員
無
事
到
着
。直

ち
に
下
山
感
謝
奉
告
祭
を
執
行

し
て
、今
年
の
出
羽
三
山
登
拝
を

終
え
ま
し
た
。 

        

役
員
会
も
行
わ
れ
る 

【3】　平成２8年（２０１6年）11月 第57号御　祖　の　教　え

厳
か
に
祝
詞
奏
上

中
の
宮
に
お
い
て
最
後
の
準
備
！

見
事
な
ご
来
光
を
拝
し
て

頂
上
の
月
山
神
社
を
め
ざ
し
て

登
頂
を
無
事
終
了

熱
心
に
聞
き
入
る
山
形
支
部
の
皆
さ
ん

山
形
支
部「
役
員
会
」

大
黒
舞
い
が
踊
り
お
さ
め
ら
れ
る

尊
い
お
言
葉
を
拝
戴

大
黒
神
様
御
降
臨

教祖様・紋子嗣祖様ご引率のもと

山
形
支
部「
学
習
会
」を
開
催

大
黒
神
・
恵
比
須
神
祭

ご 聖  地  巡  拝

出羽三山登拝



第57号 平成２8年（２０１6年）11月　【4】御　祖　の　教　え
　

七
月
十
日
、
月
次
祭
及
び

三
山
登
拝
安
全
祈
願
祭
終
了

後
、
本
年
第
二
回
目
と
な
る

学
習
会
を
修
練
道
場
に
於
い

て
開
催
。

　

第
一
部
は
、
光
永
輝
彦
責

任
役
員
が
「
社
会
と
関
わ
っ

て
生
涯
現
役
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
長
寿
化
の
時
代
を
迎
え

た
今
、
何
に
生
き
が
い
を
求

め
、
ど
の
よ
う
に
社
会
と
関

わ
っ
て
い
く
べ
き
か
、
数
々
の

興
味
深
い
具
体
例
を
交
え
て

講
演
。

　

第
二
部
は
、
教
祖
様
が
講

師
を
お
務
め
に
な
り
「
届
く

祈
り
・
届
く
供
養
」
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
お
話
し
を
さ

れ
た
あ
と
、
参
加
者
の
質
問

を
受
け
る
か
た
ち
で
「
日
々

の
地
道
な
信
仰
活
動
を
重
ね

て
行
く
こ
と
が
幸
福
へ
の
近
道

で
あ
り
。
そ
の
た
め
に
は
祖

神
様
（
大
和
御
祖
大
神
様
）

の
教
え
を
し
っ
か
り
と
守
り
、

一
層
の
心
み
が
き
に
励
む
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
、

有
意
義
に
学
習
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

 

年
末
年
始

　
祭
事
・
行
事
予
定

◇
　
冬
至
星
祭
り

　

来
た
る
年
一
年
間
の
み
な

さ
ま
の
星
の
巡
り
に
よ
る
厄

難
を
祓
い
除
け
、開
運
を
招

く
お
祭
り
で
す
。

十
二
月
二
十
一日 

午
後
七
時

　

ご
祈
祷
執
行

◇
　
年
納
め
塔
婆
供
養
祭
　

　

大
切
な
ご
先
祖
様
に
こ
の一

年
間
の
感
謝
の
心
を
た
む

け
、
手
抜
か
り
取
り
落
ち
が

あ
れ
ば
補
い
を
な
し
、
霊
様

と
共
に
無
事
安
心
の
年
を
重

ね
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご
先
祖

様
に
供
養
（
霊
和
め
）
の
誠

を
捧
げ
ま
す
。

十
二
月
二
十
三
日
午
前
十一時

　

ご
祈
祷
執
行

◇
　
合
同
大
祓 

　
一年
間
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
犯
し
た
罪・穢
れ
や
不
浄

を
祓
って
新
年
を
迎
え
ま
す
。  

十
二
月
二
十
八
日
〜
三
十一日

午
前
十
一時 

午
後
三
時

一日
二
回
執
行

◇
　
歳
旦
祭（
元
旦
祭
）  

　

新
年
を
迎
え
一
年
の
平
安

無
事
を
願
い
、諸
願
成
就
の

ご
祈
祷
を
執
行
致
し
ま
す
。

一月
一日 　

    

午
前
十
一時

　

ご
祈
祷
執
行

◇
　
初
月
参
り

一月
五
日     

午
前
十
一時

◇
　
初
月
次
祭

一月
八
日  

午
前
十
一時

　
　

 

ご
祈
祷
執
行

12月21日（水）・冬至の日 　  午後7時

大 和 教 本 廳

◇来たる一年間の厄難を祓い除け、
開運をお祈りいたします。

御祈祷執行
厄払
開運冬至星祭

　

大
和
教
で
日
々
行
わ
れ
て
い

る
各
行
事
の
由
来
を
調
べ
て
行

く
と
、
い
つ
し
か
伊
邪
那
岐
、

伊
邪
那
美
の
神
話
の
世
界
に

た
ど
り
着
き
、
あ
ら
た
め
て

そ
の
歴
史
の
奥
深
さ
に
圧
倒

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

編
集
後
記

　

日
本
の
誇
る
素
晴
ら
し
い

伝
統
、
文
化
で
あ
る
こ
れ
ら
の

行
事
が
二
十
一
世
紀
に
入
っ
た

今
も
継
承
さ
れ
、
全
国
各
地

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は

こ
の
こ
と
を
も
っ
と
世
界
に
向

か
っ
て
発
信
し
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
、
本
号
の
編
集
に
当
た

り
、
そ
う
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

大
和
教
「
節 

分 

祭
」

厄
難
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
神
事
と
、
邪
鬼
を
祓
い

福
を
招
く
「
追
儺
（
つ
い
な
＝
鬼
払
い
）」
の
儀
式

で
あ
る
豆
ま
き
を
執
り
行
い
ま
す
。

■ 

日
　
時
　
平
成
二
十
九
年
二
月
三
日
（
金
）

　
　
　
　
　 

午
前
の
部
　
午
前 

十
一時

　
　
　
　
　 

午
後
の
部
　
午
後 

五
時

■ 

場
　
所
　
大
和
教
本
廳
　
修
練
道
場

「
金
福
大
黒
様
」
を
は
じ
め
「
御
神
酒
」「
御
懸
魚
」

「
重
ね
餅
」
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

大和教豆まきは 全員が参加 ！

し
ん
じ
ん
わ
ら
く

い　

ざ　

な　

ぎ

さ
い
た
ん
さ
い

は
っ
つ
き
な
み
さ
い

い　

ざ　

な　

み

お
か
け
ざ
か
な

熱
心
に
メ
モ
を
と
り
・・・・・・

飲
ん
で
食
べ
て
楽
し
む
、直
会

　

さ
て
、
今
回
の
神
道
豆
知

識
で
は
、
行
事
の
後
で
い
つ

も
行
っ
て
い
る
「
直
会
」
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

直
会
は
祭
り
の
後
に
、
神

様
に
お
供
え
し
た
神
饌
を
頂

戴
し
、
祭
り
に
関
わ
っ
た
人

達
で
宴
会
を
す
る
こ
と
で
す

が
、
れ
っ
き
と
し
た
祭
典
行

事
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

神
様
が
召
し
上
が
っ
た
食

事
と
同
じ
も
の
を
戴
き
、
神

様
と
共
に
祝
い
、飲
み
、食
べ
、

音
楽
や
芸
を
楽
し
む
と
い

う
、
神
人
和
楽
の
考
え
が
あ

り
、
日
本
の
祭
り
の
原
形
で

あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
く
前
に
は
必
ず
一

拝
一
拍
手
を
す
る
の
が
正
式

な
作
法
で
あ
り
「
い
た
だ
き

ま
す
」の
合
図
と
な
り
ま
す
。

神
道
豆
知
識

直  

会  

と
は
？

な 

お
　  

ら 

い

大和教本廳　第二回

「学習会」を開催
講師に教祖様・光永輝彦責任役員


